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里
数
等
委
細
の
事
也
。
信
州
地
磁
峠
並
東
海
道
桑
名
よ
り
の
間
道
市
一

位
向
久
左
衛
門
町
出
題
り
候
。
紛
闘
別
陀
有
之
。
足
輯
問
中
粥
太
夫
.
到
一

州
戸
室
山
越
K
，
飛
州
高
山
へ
相
越
候
。
秋
の
日
に
で
も
一
自
に
は
一

罷
り
越
候
。
是
は
手
渡
し
越
と
申
候
て
、
検
阻
の
所
に
て
候
。
人
足
一

各
立
並
び
て
、
米
一
依
あ
て
手
渡
し
陀
仕
迅
速
し
候
。
石
川
郡
の
兵
一

抑
制
被
也
候
に
は
、
心
安
〈
会
巾
幽
り
に
候
。
御
領
閣
に
成
不
申
前
は
、

官
臨
の
盟
を
、
此
路
よ
り
高
山
へ
取
運
候
よ
し
‘
所
の
者
申
候
。
濁

太
夫
皮
主
総
州
へ
此
路
よ
り
傘
候
故
、
村
名
盟
数
も
党
候
へ
ど
も
、

御
横
目
役
陀
て
傘
候
故
・
左
桜
の
委
敗
訴
を
ば
雛
申
問
候
皆
陀
て
、

有
増

E
潜
に
巾
候
。
野
村
治
右
術
門
・
越
中
三
日
市
の
溢
上
野
と
い

ム
所
よ
り
、
信
州
松
本
へ
の
路
能
泊
り
m
M
巾
候
。
是
も
御
横
目
忙
付

村
名
思
搬
は
難
巾
聞
候
国
百
巾
候
。
立
山
よ
り
流
出
候
川
、
陸
後
の
方

へ
流
候
者
、

姫
川
の
献
花
て
候
。
拠
所
民
俗
も
あ
り
、
渉
て
会
り
候

所
も
有
之
候
。
美
濃
へ
も
能
的
候
o
佐
々
成
政
の
さ
ら

L
X越
を
被

通
候
と
巾
も
・
此
路
の
よ
し
所
の
人
巾
候
。
貨
の
さ
ら
/
¥
越
は
、

立
山
よ
り
東
海
道
の
方
へ
流
出
候
川
有
之
。
共
所
の
蛤
般
の
路
聖
申

候
。
中
々
六
月
陀
て
も
、
通
申
.事

の
成
候
所
陀
て
無
之
候
。
貨
に
成

政
さ
ら
/
¥
越

E
辺
り
た
る
に
て
は
な
く
、
治
右
衛
門
知
国
通
り
候
姫

可
制

d
続
器
入

川
の
源
を
越
候
路
を
通
り
候
て
、

さ
ら
/
¥
越
と
申
た
る
も
の
と
村

人
申
候
。

一
、
酒
井
左
衛
門
佐
を
尉
陀
改
め
ら
る
t
A

都

今
材
一
仲
秋
の
目
、
酒
井
た
術
門
佐
忠
直
の
第
へ

、
御
使
民
会
候
所
、

御
答
水
野
郷
右
衛
門
と
い
ふ
者
巾
述
候
と
て
‘
左
衛
門
尉
巾
上
候
と

巾
候
陀
付
、
不
審
に
存
じ
龍
郎
候
節
、
左
衛
門
尉
桜
と
被
仰
聞
候
綴

陀
承
候
旨
、
挨
拶
い
た
し
候
所
、
郷
布
術
門
中
候
は
、
下
司
佐
陀
て

候
所
.
去
H
八
日
闘
の
通
尉
に
御
改
陀
付
.
共
以
来
尉
と
巾
候
回
日
中

間
候
。
此
儀
雄
心
得
事
故
迫
て
承
合
候
へ
ば
、
文
昭
公
御
代
水
野
郷

右
街
門
大
夫
・
酒
井
左
街
門
尉
及
紀
州
の
安
藤
帯
刀
等
、
皆
位
階
陀

樹
首
せ
ざ
る
都
御
A
U議
有
之
。
幸
近
術
太
閤
御
下
向
の
節
御
示
談
に

て
、
右
衛
門
大
夫
は
左
衛
門
佐
、
左
衛
門
尉
は
左
術
門
佐
、
帯
刀
は

路
大
夫
放
内
腿
正
に
相
改

'm候
。
然
所
wM御
代
陀
慌
成
候

τ
余
殻

は
-
官
位
相
指
せ
ざ
る
儀
は
不
叩
古
都
、
武
家
の
故
貨
に
て
先
制
の
掛
川

を
用
ひ
来
快
て
、
共
名
も
相
知
巾
候
山
陀
て
、
右
術
門
佐
は
右
衛
門

大
夫
、
安
藤
内
勝
正
は
帯
刀
陀
混
成
候
旨
。
山
町
説
明
…
杭
…
れ
鋭
左
衛
門

佐
殿
は
、
此
皮
被
相
版
候
て
.
尉
K
被
能
成
侠
曲
。
此
飽
不
承
候
て

は
・
何
と
も
不
審
晴
が
た
く
候
。
不
存
虫
叫
都
ゆ
ゑ
紀
し
刷
出
ぬ
。
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